
令和６年度 シラバス      愛媛県立新居浜南高等学校 

外国語 

教 科 科 目 単位数 履修年次・選択群 履修区分 

英語 英語コミュニケーションⅡ ２ ３年次・Ｋ群 選択履修 

使用教科書（出版社） 副教材（準備するもの） 履修の条件・連絡 

All Aboard! English Communication II 

(東京書籍) 

All Aboard! English Communication II 

ワークブック 

・就職希望者や専門学校への進学を考

えている者（医療、看護、語学を除

く） 
・情報系列・スポーツ科学系列・福祉

サービス系列 

１ 科目の目標と評価の観点 

目   標 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、「聞くこと」「読むこと」「話すこと（やり取り）

」「話すこと（発表）」「書くこと」の言語活動及びこれらを結び付けた総合的な言語活動を通して、情報や考えなど

を的確に理解したり、適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を養う。 

評価の観点及びその主旨 

１．知識・技能 ２．思考・判断・表現 ３．主体的に学習に取り組む態度 

外国語の音声や語彙、表現、文法、言

語の働きなどについての知識を、聞くこ

と、読むこと、話すこと、書くことによ

る実際のコミュニケーションにおいて、

目的や場面、状況などに応じて適切に活

用できる技能を身に付けている。 

日常的な話題や社会的な話題につ

いて、外国語で情報や考え方の概要や

要点、詳細、話し手や聞き手の意図な

どを的確に理解したり、これらを活用

して適切に表現したり伝え合ったり

している。 

外国語の背景にある文化に対する

理解を深め、聞き手、話し手、書き手

に配慮しながら、主体的、自律的に外

国語を用いてコミュニケーションを

図ろうとしている。 

２ 学習計画と観点別評価項目 

学 

 

習 

 

の 

 

年 

 

間 

 

計 

 

画 

学期 学習内容（単元・項目） 月 学習のねらい 評価の観点 

１ 

 

学 

 

期 

 

 
Lesson6 
 
 
 
 
 
 
Lesson7 
 
 

 
Seeds for Future Generations 
 
 
 
 
 
 
Over the Wall 
 
 

 
４ 
 
 
５ 
 
 
 
６ 
 
 
７ 

 
動詞の目的語になる if 節の理解をもと
に，京野菜について学んだり，地元の有
名な場所やものについて自分で調べた
事柄を用いて，地元の有名な場所やもの
について紹介するポスターを作成して，
考えや情報などを話して伝え合う技能
を身につけている。 
関係副詞 where，when の理解をもとに，
世界中で壁画を描く活動について学ん
だり，外国の人々と交流する方法につい
て自分で調べた事柄を用いて，情報や考
えなどを話して伝え合う技能を身につ
けている。 
 

 
１２３ 
 
 
 
 
 
 
１２３ 
 
 
 

２ 

 

学 

 

期 

 
Lesson8 
 
 
 
 
 
Lesson9 
 
 
 

 
Inspiration from Nature 
 
 
 
 
 
The Bitter Truth behind Chocolate 
 
 
 

 
９ 
 
 
10 
 
 
11 
 
 
12 

 
知覚動詞の理解をもとに，生物模倣につ
いて学んだり，自然界のデザインをヒン
トに開発された製品について自分で調
べた事柄を用いて紹介記事を作成し，情
報などを話して伝え合う技能を身につ
けている。 
使役動詞の理解をもとに，チョコレート
をめぐる社会問題とその解決策につい
て学んだり，その問題について自分で調
べた事柄を用いて，情報や考えなどを話
して伝え合う技能を身につけている。 
 

 
１２３ 
 
 
 
 
 
１２３ 
 
 
 
 

３ 

 

学 

 

期 

 
Lesson10 
 
 
 
 

 
Fighting Angel 
 
 
 
 

 
１ 
 
 
 
 

 
分詞構文の理解をもとに，ナイチンゲー
ルの生涯について学んだり，人を助ける
職業について自分で調べた事柄を用い
て，情報や考えなどを話して伝え合う技
能を身につけている。 

 
１２３ 
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学 

 

習 

 

評 

 

価 

観点 １．知識・技能 ２．思考・判断・表現 ３．主体的に学習に取り組む態度 

規 

 

準 

〇学習内容を理解し、必要な情
報、話し手・書き手の意図、概
要や要点、詳細を目的に応じて
捉えることができているか。 

○学習した文法事項を用いて、情
報や自分の考えなどを詳しく
話したり書いたりして伝える
技能を身に付けているか。 

〇必要な情報、話し手・書き手の
意図、概要や要点、詳細を捉え
たり、聞いたり読んだりしたこ
とを活用できているか。 

○情報や自分の考えなどを詳しく
話したり書いたりして伝えるこ
とができているか。 

〇必要な情報、話・文章の展開や
話し手・書き手の意図、概要や
要点、詳細を捉えたり、聞いた
り読んだりしたことを活用しよ
うとしているか。 

○情報や自分の考えなどを論理性
に注意して詳しく話したり書い
たりして伝えようとしている
か。 

手 

段 

・定期考査、小テスト 
・提出課題 

・定期考査、小テスト 
・各課末のパフォーマンステスト 

・授業中の取組状況 
・各課末のパフォーマンステスト 

単元末や学期末及び年次末にお

ける評価の総括方法 

単元末、学期末ごとに評価を総括し、年次末に単元末と、学期末の総括を行い

評価する。 

学習上の 

留意点 

・毎時間、積極的に学習に取り組むこと。 

・提出物はじっくりと取り組み、丁寧に仕上げて期日厳守で提出すること。 

・定期考査では、しっかりと復習をして臨むこと。 

 

 


